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産業革命で世界 に先駆 けた イギ リスにおいては,製 鉄業 に関 して,極 端 な集
積 ・集 中は進行 しなか った。合衆国において も.事情 は同 じであ って,製 鉄 業は
当初全 く自由競争的 な産業であ った。1855年のべ ッセマ ー転炉の発明は,乎 作
業 の撹拌 に頼 って錬鉄 を生産 していた従 来のパ ドル炉 のほぼユ00分の1の 時 間
36(450)..第157巻 第5,6号
で,炭 素 を含有 す る強靱 な鋼鉄 を生産す る ことを可 能 に した。 しか も転炉や
1860年に出現 した.平炉 は精錬工程が 自動 的に進行す る ものであ ったか ら,炉 は
大型化 され,製 鋼工程 にお ける生産性 の向上 は先行す る製鉄工程 にお ける高炉
の大型化を触発 した。19世紀 には 多 くの国々で支配 的であ った旧転炉,は,高
砂
炉か らの熔銑 の温度 を下げず に連続 して精錬す る ことが ロr能であ り,か くして
.18世紀末 の石炭製鉄法 の確立以来,製 鉄 ・製鋼 ・圧延 の3工 程 に分かれていた
鉄鋼生産 は統合 された。大規模 な一貫製鉄所 の出現 ば1891年以降,製 鉄業 にお
ける トラス ト運動 を惹 き起 こす2}。合衆 国を例 に とれば,1899年に一一貫製鋼6
社 が合併 して業界第3位 のナ シ ョナ ル ・ステ ィールが,1901年にはモ ルガン商
会Q関 与 によ り,11社が統合 してU.5..スティー ル(今 日のU.S.X.〉が 成立
してい るa)LJ.S.ステ ィール は当時 全米の粗鋼 生産 能力の約65%を占珍,以
後 ガ リヴ ァー型 寡 占企業 と して君臨す る こ とに なる。最 終的 に このU.S.ス
テ ィール1社 に集約 された群小 の製鉄所 は,170に上 った4:卜。 また この時期 には
化学工業 において も トラス トが出現 して くる。 これ らは装置産業であ ったか ら,
生産 力上昇 の結.果として,こ の時期 に至 って化学反応 に基づいた工業 生産上 の
最適 規模が見 いだ され,そ れが競争 力 の新 たな基準 とな って各 国にお ける集
積 ・集 中を促 したのであ る。
???
???
自動 車 産 業 の 事 例
さ て トラ ス トは,そ の 成 立 経 緯 の み な らず 業 種 に 基 づ く分 類 が 可 能 で あ る 。.
D現 在 のLD転 炉以前 の初期転炉の総 称であ る。ペ ッセマー法 は,そ の改良型 で.ある トー マ ス
法 ・LD法 ともども,原 理的に熔銑 を必要 とす る。ベ ッセマー転炉は燐 を除去 できず.ま た屑鉄
を原料 に配合で きないため,2⑪世紀 前半には平炉が一般化するが,合 衆国において も低燐鉱 の尽
きる今世紀初めまでは転炉が支配的 であった。
2)1894..95年の 日清戦争に勝利 した 日本が,当 時の国家 予算 を上回る賠償 金を基 に築いた一貫製
鉄所,官 営八幡製籔所 槻 新H4製 鐵)が19〔11年より操業する.八 幡製鐵 はむろん トラス トで は
なか ったが,こ のさいに 「後.発効果」 がいか んな く発揮 され.明 治期 日本の製 鉄事業へ の参 入が
世界的 な巨大高炉の建 設運動 に大 きく遅れ をとるものではなか った点に,注 意 を喚起 してお きた
い。
3)黒 川博 『U.S.ステ イ…ル経営史』 ミネルヴァ書房1993より。















ζこでM製 造業を装置産業 と組み立 て産業 に二分 し,前 者における合 同を 「装
置 トラス ト」,後者 を 「組み立 て トラ ス ト」 と規定す る。装置 トラ.ストには金
属 ・化 学工業等 の伝統 的な装置産業以外 に,石 油化学工業 の前段階 としての性
格を もつ石油採掘 ・販売業 を含め る。次 いで組み立 て トラス.トであ るが,こ の
範疇 には装置産業 同様 の トラス ト化 によっ.て経営規模 を拡大 した,20世紀 を代
表す る組み立 て産業,ゼ ネラル ・モ7タ ーズを配す る。以下,組 立て葭葉 にお
ける資本 の集積 ・集中の代 表的事例 として自動車産業 について検 討を行 いなが
ら,.組み立て トラス ト概念 を提 示す る。
ビュイ.ヅク.・モーターの社 主W,デ ュラン トが ゼネ ラル ・モー ター ズを設立
し,精 力 的に既 存の 自動車 メイカー を傘下 に収めてい ったのは,H,フ ォー ド
が 丁型を発表する直前 のユ908年のことであ った。大量生 産方式 の実現 は,確 か
.に組み立 て産業 に も規模 の経済 をも1たら しは したが,フ ォー ドは1909年に丁型
を売 り出 した後で生産上の技 術革新 を重ね,10年以上 の歳月 をか けて徐々 に量
産 とそれ に伴 う⇒ス ト・ダウンを実現 して,売 り.上げを伸ば してい ったのであ
るか ら,フ ォー ドの発明 とGMの 経営拡大 との問に直接 の関連は無い。両社の
経営戦略 は,後 にGMが フォrド ・システムを,フ ォー ドがモデル ・.チェンジ
戦略 とフル ・ラインア ップを導.入す るこ とで収斂す るめであ るが,当 初は全 く.
別 の方向 を志 向 してい.たので ある。GMは 後 に業容 を拡 大 し1巨 大 な企業 グ
ルー プと化 したが,.その本体 は今 日に到 るまで 「1社 トラス ト」 とで もい うべ.
き構造で あ り,成 立の経 緯 をそ の形態 に強 く留めてい る点で実 に興味深 い5,。
このGMの 企業構造 こそが,初 期 フ ォー ドの単品種 大量 生産に対 して,数 品種
の大量 ノk産を可能 に し,今 日まで続 くその市場 覇権 を可 能に したので あった。
.や がて フォー ド・モ門ターを含め,ト ラス トによって成 立 したわ けで はない他
の組み立 て産業各社が,成 熟 した大量生産時代 を迎 え,こ ぞ ってGMの 組織形
態 を模倣す ることになる。すなわち事 業部 制で ある。上 りわ け自動車産業の場
5)周 知 の よ う に,フ ォー ド.(FoTdMotor)を初 め 他 社 の 社 名 が 単 数 で あ るの に 対 して,General
M山rsが 複 数 形で あ る こ とが,こ の間 の 事 情 を物 語 る.
38〔412)剃57巻 第5・6号






ので ある。元来 トラス トに よって成立 していない他社の場合,し ば しば販社 の
複線化 に留 ま りは した ものの(多 チ ャン.ネル ・フラ ンチ ャイズ方式),成 立 の
経緯 は別 と して,総 合乗用車 メイカーはことごと く,企 業構造の面で組み 立て
トラス トに接 近 した と言 えるで あろ う01966年に日産 自動車が合併 したプ リン
.ス自動車が,今 も日産の販売系列 と してそのまま姿を留め てい る6,が,日産 自
動車 は日本 における正真正銘の 「組み立て トラス ト」である。
11現代の寡占の国際化現象
国際寡占資本の発現と国家の介在一
寡 占の国際化現象 と しては国際 カルテルが,や は り装置産業 を中心 に早 くか
らみ とめられてい る。 レーニ ンは 『帝国主義1第5章 において,今 世紀初 めに
相次いだ,世 界市場の分割を約する国際割 り当てカルテルとして,電 気工 業 ・
海運業 ・軌条製造.・亜鉛工業 ・火薬工業 の例 を挙 げてい る。他 方 トラス トの国
際化 ・世界化に関 して も,工 業生産 の大規模化過程 と同様 に装置 産業 が先行 し,
ともに英蘭間で早 くも今 世紀 の前半 に,ユ907年にロイヤ ル ・ダッチ ・シェル,
1929年にはユニ リーヴ ァとい う大規模 な国際的 「装 置 トラス ト」が成立 をみた。
ただ し次節で検討す る ように,「 トラス ト」 なる術語1よ独 占一般 を指 して曖昧
に用い られるこ ともまま有 るので,純 然た る 「合同」 の現象 に限定 して 「国際
トラス ト」概念 を規定 した うえで,前 節に取 り上げた産業 につい てさらな る資
本集積 ・集 中の問題 を分析す る。
6)こ のさいに取 得 したス方イ ライ ン.グ ロ リア等の車種が,今 も日産 自動車の主要なラインア ッ
プであ ることはい うまで もない。
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製鉄業の事例
第2次 世界大戦で戦火を被 らず に済 んだ合衆国鉄鋼各社 は,い ち早 く生産設
備 を更新 したが,皮 肉に もその直後 の1950年代 に製鋼法上の技術革新が起 こっ
たア♪。 お りか ら復興 を遂 げた 日本 メイカー は,60年代 よ りいち早 くLD転 炉 を
導ズ して世界最:大級の高炉 を擁す るに至 ら,70年代以降,一 貫 製鉄 ナ ラン ト受
注 による技術供与に乗 り出す。 この動 きは,旧 式の設備で相変 わ らず操業 を続
けた ことによ り衰退を余儀 な くされ た,..米欧 の既存 メイカー との合弁 とい う形
をとる場合 も多か った。.日本鉄鋼大手5社 全 てが,1989年までに合 衆国鉄鋼 メ
イカー との合弁を果た している。わ けて もNKKが1990年4月,全.米6位 のナ
シ ョナル ・ス.ティールの株式保有率 を提携当初の50%から70%にまで高 め,同
社 を傘下に収めた ことは,鉄 鋼業 における国際 トラス ト現 象その もので あって,
注 目され る㌔
戦前流の概 念装 置による把握 を試み よう。鉄鋼業はかつての基幹産業 の最た
る もので,.他国に直接 進出 して生産 を行 うことは自国政府 に対 する軍事上 の配
慮か ら伸 られたはずである。また組み立 て産業 と異 な り,相 手国市場 の消費構
造 に合わせて現地でモデルを手 直 しする必要 もなか った。 したがって輸 出で事
足 り,1980年代に至るまで積極 的な.合弁が行われ ることはなか ったので あるが,
論理的には国:家主権を捨象 すれ ぱ,当 初 よ り相手国に進出 し,ま た場合 によっ 「
て は相手国企業を トラス トの形で買収す ることで現地生産拠 点 として組み入れ
ていて 呑よか ったはずである。 いま,国 家が介在 しなか った場合 に,柑.手国 に
合同以前 に生産資本 として投 じられ たはずの 自国資本 を仮 定 し,新 法人設立 に
さい して共 同出資分 の資本の母体 とな っていたはず の,そ れまで進 出 しえ な
か った現地法人を復元 して考 えるならば,合 弁の結果 としての新法 入は事実上






また,国 家の存 在によって歪 められた トラス トの亜種 にほか な らない。一国の.
寡 占体 が他国 に進 出 した とい うに留 ま らず,各 国内 にお ける寡 占体 間にまた
が って成立 した 「国際 トラス ト」で あ り,国 家の介在に伴 って資本 の論理が貫
徹 しえなか ったがために,こ うした形 をとって初めて現れ たもので ある。 また
唖 これが先に規定 した 「装置 トラス ト」 の国際版であ ることは,い うまで もない。
つ まり 「国際装置 トラス ト」で ある。
自動車産業の事例
目を 自動 車産業 に転ずれば,日 本の資本 自由化 後のユ970年代か ら80年代 にか
け,米 ビッグ ・ス リーは競 って日本や韓国の下位 メイカーへ資本参加 し,小 型
車種 の開発 ・生産 ・販 売 に関 して提携 した。す なわ ち 日本 国内で のGMと い
す ・㍉ ズズキ,フ ォー ドとマ ツダ,ク ライスラー と三菱 自動車 の提携であ る。
韓国においては米 自動車産業 のみ ならず,欧 州 ・日本 の企 業を も交 えて進出が
試み られたが,関 係が持続 したの はGMと 大宇,マ ツダ ・フ ォー ドと起亜,三
菱 と現 代 との提携程度 であった9,。さらに進 んだ国際的 な資本 関係 強化 の事 例
と.しては,80年代 にはデ トロイ トが三十年ぶ りに,欧 州の.ド位 自動車 メイカー
をそのブラ ンド ・車種 ごと傘下に収 め るとい う現象が見 うけられた。 フォー ド
は1987年,英国 めアス トン ・マーチ ィンお よびACの 株式の過半数 を取得 した。
イタリアにおいては(:Mがロ一 夕スを,ク ライス ラーは ランボルギ一二 を買収
しているユ%こ れ らは、.ヒ述 の国際 トラス トが貫徹 された場 合に当たる。 こうし
た 自動 車産業 における合併 に関 しては;単 なる国際的企業 グルー プ化にす ぎな
い との異論が在 りうるが,先 述 の.ラインア ップ とい う自動車産業の特性 か ら,
9〕GMは 大字 自動 車の前 身.新 進自動 車の株式 の50鷺を1972年に取得 したが,1992年に提携 を解
消 して撤収 した。 フォー ドは,同 社が資本参 加 しているマ ツダが1983$1に起亜 自動車に8%の 資
本参加 をした後を承け.19照年よ り起亜 と提携 した、三菱 自動車 ・三菱商事は,1982fffに現代 自
動車 の株式の1D%を収得 し,1985年にはこれを15%に高め た1藤 本隆宏i日 韓 自動車産業の形成
と産業育成政策』 東京大学経済論集 第60巻 第2号PP.69-79より)。
10〕J.W【,maek,'tal.,7隔Mαcゐ伽 ㍑ 曜C加 π伊4`加1砺 帽;Mac血nan,1990(沢田 博 訳
「リーン生塵 方式が,世 界の 自動車産業を こう変える』経済.界199〔)p.3.5p.
.多国籍企業と資本の集積・集中の現段階..〔455}41
主要な車種が保全されていれば 「組み立 て トラス ト」 とすべ きであろ う。先 に
提示 した 「組み立て トラス ト」.の国際版,「国際組み立 て トラス ト」であ る。
しか るに,自 動車 産業 は今 日におい て一 国の工業 を代 表す るシ ンボ リックな
産業 であ り.,生産 ・雇用 ヒの波及効果が甚大であ ることか ら,い か に資本移動
が 自由化 され てい よう と,.一国の主要 メイカー の株 式 の過 半が他国 の資 本 に
よ って取得されるこ とは稀 とな り1国 内の寡 占の場 合 とは異 なって資本支配関
係 が明確 に現れ てこない。英仏両国政府は70年代 まで,産 業 国有化政策 によっ
てBL(ロ ーバー),ル ノー,.プジ ョー とい った 自国資本の 自動車産.業の経 営
不振 に対処 した。 この政策 には単 なる雇用の確保 に留 ま らず,米 独の 自動車 メ
イ カー.やその現地生産子会社 による自国資本の吸収 合併,さ らには国内市場席
捲 を拒絶せ んとす る国家の威信 とい う側面 をみ とめざるをえない。
米 日 ・米韓 の提携 の事例 に戻 って,ま ず 戦前流 の概念装置 による把握 を試 み
よ う。設計か ら製造 ・販売 に至 るまで の 自動車 生産 を,三 極間の有機 的遮携 に
よって確立 しつつあ る唯一の企業 は,フ ォrド ・モ ≒ターであ る。同社 はマツ
ダの株式の24%を取得 した1979年よ り..ママダの設計 を基 に した車種 を,や は.
り資本参加 してい る韓国の起 坐に製造 させ,こ れ を合衆国 に持 ち込 んで,マ ッ.
ダ自身 の製造 した同種の車 と共に 「フ ォー ド」 ブラ ンドで販売 す ることを始 め
た1㌔ 次いで北米 フ ォー ドとマ ツダ,.北米 フ ォLド と欧州 フ ォー ドとい うそれ
ぞれ二極 にまたがる形で新 モデルの共 同設計 に着手 し,1989年以 降これが順次
販売 されてい る1㌔ この種の水 平分業は 自社の子会社 に関 しては同社では全世
.界的 に実施 され てい るところであ り且3},経営上の合理性を地球規模で追求 して.
い るにす ぎないので ある。以.トを基 に製鉄業の場 合 と同様 の論理.ヒの操作 と し
て,公 権力 とい う項 を消 去 し.て考 えるならば,フ ォー ドの70年代末以降の活発
な提携 は,「国際組 み立て トラス ト」 の貫徹 が阻害 され た過渡 的な状 況の.トで







の,「国際 トラ.スト」 と 「国際 シ ンジケー ト」 とい う二つ の理念 型の複合形態
として基本的 に把握 され る。資本所有が貫徹すれば,本 来十全 な国際 トラス ト
として発現 すべ きものが,国 家の介在 に伴 って阻害され,技 術提携 とOEM生

















まず銀行資本を擁 す る旧来型 コンツェル ンはなにゆえかつて隆盛 とな.り,戦
後廃れたか とい う核 心的な問題 について,独 占禁止政策 とい う政府規制 の影響
とは 別に考察 す る。戦 前期 ドイ ツにお け る 「金 融 コ ンヅエ ル ン」且5レと 日本 の
14)米フォー ド海外事業 最高責任 者,W.ブ ッカー執行副社 長は19髄年1月6日 の会見 にお いて,
マ ツダへの出資比率引 き上げにつ いて は強 く否定 し、提携関係に関 して常勤役 員を3名 派遣 して
両社の協力関係 を緊密化するこ とを明 らかにす るとともに,相 互のOEM生 産委 託を拡大す る方
針 を示す に留ま った(朝R新 聞朝刊同 月8日 付 け)。
15)「産業 コンツェル ン」 と対比 される概 念で ある。
多国籍企業と資本の集積・集中の現段階(457)43.
「総合財 閥」 の両者 は,両 国資本制の類型 的相違か ら厳密 に同義 ではないが,
ヒルフ ァーデ ィング以降のマル クス経 済学が 「金融資本」 と して把握 して きた
共通 の時代 的特質 をもってい るので,こ こで は併記 して用い る。歴史的にみて.
ドイツにおいて金融 コンツェルンが経 済 ・社会 的な焦眉 の問題 とな ったのは,
ゆ
第1次 世界 大戦後 のハ イパー ・インフレー ションを経 た安定恐慌 の下であ った。
日本 において四大財 閥による産業支配が顕 著 とな ったのは,関 東大震災後 の金
融恐慌 の過程 を通 じてのことであ る。持株 会社 を中心 とす るコ ンツェルン形態
を とってはいた ものの自前 の銀行資本を欠いた,浅 野 ・古河等の 「二流財 閥」
.や鈴 木等の.「大正財閥」は,こ の過程で後退な.いし没落 しだ%新 たな資 本の
集積 ・集 中 にはユ930年代 を待 たね ばな らず,し か もそのさ いの舞 台 は朝鮮 半
島 ・満洲であった。これ に第2次 世界大戦に伴 う経 済統制 とその後 の混乱が続
く。
以上の経緯 の物語 る ところは,金 融 コン.ッェル ンない しは総合財 閥が,極 端
な景気変動 と統制経済へ の対応 とい う点で有利であ った とい うことであ る。あ
たか も旧 ソ連邦において,輸 送手段 ・経路の未発 達か らコンビナー ト方式の集
中的な...1:業立地がいわば産業陣地 と して追求 されたが ごとく,資 金か ら資材 に
至 る何 もか もを 自前 で調達 しうる総合財 閥は通貨価値 の変動 の影響 を受 けない
現物経済 の領域であ って,景 気変 動への強 固な組織 的 ・物財 的防波堤(mate-
rialbarrier)であ った。 と りわ けデ フ レー シ ョンにさい しては,起 債が ままな
らない こと.から銀行か らの借 り入れが ものをいい,内 部 に自前 の銀行資本 を抱
えた金融 コ ンツェル ン,ヒ ルフ ァーデ ィングの云 う 「金融資本」が有利 となっ
たはずで ある'%ま た格段 の政治力 を有 した総合財 閥は,統 制経済 の下で は中
16)1928年の時点で.全国の法人企業の払い込み資本金の内,;井 ・三菱 ・住友の三大財閥が








小 の資 本に対 して圧倒的 な優位 に立ち,と れを一時的にであれ 自らの生産 ・流
通機構 の巾に組み入れ るこ とがで きた。戦時経 済を含む,経 済が正常 に機能 し
ない時期 には,現 物 の生産資本 をやみ くもに押 さえれば押 さえるほど生産網が








代償 として抑え込まれ,解 放的な貿易体制 とあいまって,経 済内現物経済の領
域は存在意義を失っていった。寡占間にせよ,全面的な競争の環境が整えられ















行ず るこ とは.明らかであ る。完全な 世界市場寡 占段階へ の到達 も,す で に幾つ
か の生産 品目で現実の もの とな っている。世 界的 な集 中度 のことに高 い品 目に
限っても,1眼 レフカメラ,オ ー トバイ;大 型 コ ンピュー ター,ヴ ィデ オデ ッ
キ.・同カメラ,複 写機 ・ファクス,エ アバス等が即 座 に挙げ られるで あろ う。
鉱産資源 を産業素材へ と加工す る,装 置産業 を主体 とす る萌芽的な国際 的寡 占
がみ とめ られた レ一二.ンの時代 と異 な り,今 日で は国際的寡 占状態が,付 加価
値の高い消費財工 業を.含む組み立 て産業全般へ と及んで い る。 その結果,世 界
市場 にお ける寡占状況 は一層 の亢進 をみてい ると言 え る。
世界経 済の現況 は,上 記 のよ うによ.うや く産業に.よっては市場が飽和 し始め
た ところであ ってゴ今後 の進畏いかんでは,か つ て一 国経済 に関 して検出 され
た類 の 「独 占」 に伴 う諸弊害 も発生 しうるであろ う。
トラストから企業グループへ
一般的な寡占資本制論としては,カルテル ・トラス ト・コンツェルンの内,






18)こ の 極 端 な 事 例 と して は,戦 前期 の ドイ ツ展 大 の 化 学 企 業 で あ る,IGフ ァ ル ペ ン 〔Inヒer・
esseD-Gemei踊chaftderdeulscbellFarbeniπkduslrieAG)が挙 げ られ よ う。 ドイ ツ の 六 大 化 学 寡
占体 は1904年以 来,二 大 カ ル テ ル に 集 約 さ れ て い た が,第1次 世 界 大 戦 さ な か の1916年,戦 時
「利 益 共 同 体 」 〔lpte爬sse【1..g呉釈 讐ヒ1schafL;IG〕契 約 を 結 ん で 一 体 的 活 動 を行 う。 戦 後 の1925年
につ い に6社 は合 同 し,IG染 料 会 社 とな った 。 同社 は ベ ル リン五 大 銀 行 か ら 自立 して お り,国
内 に お け る独 占的 な装 概 トラ ス トで あ った ば か りか,国 際 カ ル テ ル を張 りめ ぐ らせ,染 料 の 世 界
市 場 の70%を 占め た途 轍 もない 国 際 寡 占体 で あ った 〔主 に 有 沢 他前 掲 書PP.226-29,544-59に負
う)。 そ の 西 方 部 分 は 】953年,ドイ ツ敗 戦 に伴 う財.閥解体 に よ り分 割 され,今 日のBASF,バ イ
エ ル,ヘ キ ス ト,ア グ フ ァの 母体 とな る 。 分割 後 の個 々 の企 業 で す ら,依 然 と して 化 学工 業 に お










したがって組み立て産業における寡占形態は.単純な トラス トとはな りにくく,























19).厳密 にば 「産業 コンツェル ン」 をさらに概念 として純化す る必要がある.そ の準 備作業 として,
まず 「コ ングロマ リッ ト」 を双 つの理念型 に分離す る,.「コングロマ リット1概念 は,1950年代.
か ら60年代 にか けての特 殊 アメ リカ的な,投 機的な企業売 買を特 徴 とす る 「歴 史的 コングロマ
リット」 と,そ れか ら抽出された歴史普遍 的な形態的概念,す なわち銀行資本を内 部に擁 さず に
相互 に連関 のない産業を ・体化す る,「資本 集中の コングロマ リッ ト形態」に分離 され るべ きで
あ る。
次いで この視座か ら 「産業コ ンツェル ン」概念 を「分す る。一つは単一企業 の発展形態 として,
同 産 業において中核企業 が周囲 に子会社 ・関連会社 を配 した もの.す なわち今 日でい う 「企業
グルー プ」である。いま一つが,複 数の産業 にまたが る,上 記の 「資 本集中のユ ングロマ リット
形態」 にほ かならない。 前者を 「単.産 業 コンツ∫ルン」,後者 を 「横 断型産業 コンツェルン」
と規定す ることもで きよ う。後者 の歴史上 の典型的事例 として,戦 前期 日本の日本 産業,ド ィッ
にお けるステ ィネス(StinnesKDnzeru}地響挙 げられ る。 日産は銀行資.本を擁 さず,傘 下企業の
株式公開 と増資によ って資 金を調達 して は,既 存企業の合併 と新規の子会社設立 によ り新た な産
業へ と進出 して急成長 した 。1937年には資本金 においてr井 ・三菱の而財 閥に次 ぐが,陸 軍の要
請 によりこの年よ り満洲 に大々的に進出 したため,敗 戦 とともに解体 を余儀 な くされる。 また ス
ティネ.スは鉄 ・石炭の鉱[.:楽ならびに電気工業 〔ジー メンス初 を基 礎 として,造 船 ・海運 ・製
紙 ・新聞 ・通信等. に々及んだ一大 「コ ンツェルン.1であ ったが,第1次 世界 大戦後 の混乱が収拾
され,1923年にマ ルク価値が安定 す るとともに崩壊 した。 その破綻 は,当 時 における 「金 融資
本」支配の象徴であ った(ス テ ィネスに関して は,主 として有沢他前 掲書PP.117-18に負 う1。
多国籍企業と資本の集積 ・集中の現段階(461)47
ヴ∫.ンチ ャー企業 の簇生 と新興産業の成立が継起 す るであろ う。それ は完全 な
独占の成立を阻み続 ける。復興後 の旧西側諸国は,合 衆国が1920年代以降,.組
み立て産業において確立 した大量生産.方式 を摂取 して生産性 を向上 させ るの に
躍起であ り,こ の間に各 国 とも稀 にみ る.経済成長 を遂げた。また これ に続 く時
期すなわち石油危機 を経 た1980年代以降 は,後 世 に振 り返 った場合 に,お そら.
くはユ880年前後 の電磁気学 ・化学 の分 野 におけ る新発 見の ラ ッシ.ユに伴 う電
機 ・化学工業の成立,な らびに前述 の1920年代以降の生産工程 ・管理方式 の改
良の結果 と しての組み立て産業における大規模工業生産の確 立以来の,技 術革
新上の跳躍期,集 中的技術 革新 の時代 に当た るものと思われ る。 このいわゆる
「ハ イテク」時代を迎え,新 興企業 が相次いで勃興 してい る。 こうした技術革
新 に触発 された競争の全面化の下,古 典 的な 「独 占.」の弊害は戦後期 を通 じて
一貫 して,表 面化 しに くか ったので ある。
なお装置産業 において も,ト ラス トを経 由 しない企業 グルー プ化(産 業 コン、
ツェル ン化)と い う集中の様態 も存在す るので,若 干 の検討 を付 してお こう。
この範曙 の事 例 と して は,1930年代 日本 の在 満 ・在鮮 の 「新 興 コ ンツェル
ン」凋,.これ と同時期 の五箇年計 画体 制下 ソ連邦の コ ンビナー ト,さ らに近 年
の事例 として,1980年に大韓石油公社の払い下げを受 けて今や韓国五大則'閥の
ソンキヨン
一角 を占め るに至 った鮮京21)が挙 げ られ る。 これ らに共通 してい るのは,い ず
20)新興]ン ツェルンは日産 を例外 として,.鉱産資源 ・水力発竃等の資源 ・エ ネルギー立地型の企
業 をその中核 と して発展 した戦 前の 「単....産業 コンツ ェル ン」で ある。朝鮮半島 ・満洲の遠隔地
に.中 核的 なプラ ン トを と りま く形で自己完結的 に工場群を配 した,い わば1日ソ連邦の コンビ
ナー トのH本 版で あって,「在外 コン ビナー ト」 とで も形容 しうる存在であった。
新 興コ ンツェル ンに関す る研究状況の概 略については,..「.谷政弘 『新興 コンツェルンと企業グ
ループ」(経済論叢 第137巻第2号 〉を参照。下谷氏の一連 の研 究の眼 目は,こ の1930'f代「新興
コ ンツェルン」の代表 と目さ れてきた日産]ン ッェル ンが,「企 業グループ」 の域 を出なかr)た
目窪 ・日曹 その他 と異 な り,既成財閥に準ず る,レ イ ト・カマーと しては唯一の総.合.財閥的 コン
ツ ェル ンで あった ことの指摘で ある。
21)蔚山石油化学 コ ンプ レックス 〔蔚山エチ レン ・セ ンター)の 中核 を成す 国営大韓石油公社は.
石油精製 ・ナフサ分解 の拠点 と して,米 ガル フ ・オイル と韓 国政府 との各50%の合弁で設立され,
1964年に操 業を開始 した。1980年,ガルフ社が手放 した株式 を川 ドの繊維 関連 の財閥であ った鮮
京が落札 し,そ の巾核企業 「油公」 として再発足す る.中位 の財閥にすぎなかった鮮京 は油公を







るならば,60年代 「半周縁」諸国...一般の輸入代替工業化戦略 もまた,石 油危機






「トラス ト」 なる概念の曖昧 さに関する検討であ る。「トラス ト」 には少 な く
とも二つの形態が有る。一つは株式の信託22}や交換を通 じた,特定分野におけ
る既存企業の集約的統合による巨大な寡占体の成立経緯を表す,そ の歴史的用
ポ ハ ン カ ンヤ ン
＼ 他に装置鷹業のプラ ントに発す る韓国の.・大企業 グループ としては,浦項 と光 陽の2箇 所に一
貫製鉄所 を擁す る,粗 鋼生産量世界 第2位 の旧国営 庸項綜合製鐵(PoSCO)の民 営化が進行 巾
である。浦 項製鐵 は大韓石m同 様,既 存の大財閥に今さ ら譲渡するにはあま りに巨人であ り,財
閥間の較差 を大き くす ることにな ると韓国政府は判断 したのであろ う。6番 目の大財閥 として育
成す る意向のようで ある 〔光陽製鉄所における聞き取 り。1994年7月)。
韓 国の工業化 は従来,三 星 ・現代 ・大宇 ・LG(旧 ラッキー金星)の 囲者 を筆頭 とす る財閥に
政府 のプロジェク トを振 り分け,特 殊銀 行による融資 を与えることを通 じて進展 して きた。それ
は計 画段階か ら行われ る一種の 「払い.卜.げ」である。 韓国において は民間銀行が未発達であって,
今だに無尽 が大きな比重 を占めている。台湾 も同様で ある。本格的 な銀行資本を擁 さない韓国財
閥が資本集約型の産業を 揃 い備える 二とが可能であったのは,徴 税 を介 して国家が蓄積機構 と
しての機能 を代行 したか らである,韓 国のよ うな財 閥の割拠 の状況 とはな っていない ものの,台
湾 ・シンガポールの重化学工業化を可能 に した背景 も.同様 の国家蓄積への依存であ った。これ
がい わゆる 「開発 独裁」 の,金 融 的側 面である。以 上にみるよ うに,香 港を除いた アジアNIEs
の工業化へ の国家 の関7の 度あいは,明 治期 日本の比ではない。 この点に,NIEsの王 化 や韓
国資本制の特異性が集約的に願われているよ うに思われ る。だがNIE.o)資本制のめざま しい発
展 を考 えあ わせた とき,こ の事実は逆 に,「金 融資本」 なる存在が歴史的な限定性 を有す るこ と
の証左であ るといえ るであろ う。
22).「トラス ト」な る語を生んだアメリカ合 衆国 にお ける,信 託;受 託方式に基づ く本来の 「トラ
ス ト1は極めて短命であ り,オ ハイオ州裁 において早 くも1892年に違法判決が ドされている。 こ
の判決 と前後 して,持 株会 社方式 による合 同が隆盛を極め るが,1904年に米最 高裁 は株式取得 に.
基づいた持株 会社方式 に対 して も違法判決 を下 し(ノー ザ7・ セキュ リテ ィーズ判 決),1914年
に成立 した独 占禁止 法(ク レイ トン法)が これ を明文化 して,.持株 会社方式 による合併運動 は一
時下火 とな る,
多国籍企業と資本の集積 ・集中の現段階(463)49
法であ るbこ の過程 で,幾 つか の産業 において寡占資本が 世界で初 めて出現 し,
並行 して これに出資 した銀行資本 の著 しい成長がみ とめ られた。いわゆ る 「金
融資本」は,こ の間の事 情 を述べた概念で ある2%こ の資本集約の古典的過程
を 「歴 史的 トラス ト.(信託)」 と規定す る。 「歴 史的 トラス ト」 は,当 時の工業
生産の発展.水準か ら 「装置 トラス ト」範疇 に限 られ る.。「歴 史的 トラス ト」 は,
二 層 の資本集 中の結果,成 立 した トラ.スト形態か らそのまま産業 コンツェル ン
へ と連続 的に転化す ることも有 り,レ ーニ ンが主著 『帝国主義』において トラ
ス トの典型 のよ うに取 り.ヒげてい る米 独の電気工業靴 よ,こ の寡占資本の成立
期 の事例 にほかな らない。彼 は この両国 の電気工業 に よる世界市 場支 配を,
「世.界的 トラズ ト」 とも形容 してい る2%
これ とは別に 「歴 史的 トラス ト」 の段階 を過 ぎ,と うに寡占企業 が成 立をみ
てい る産業 において,時 として業界再編が行われ る。その中にはいわゆる 「対
等 合併」,一方 による他方の吸収 とは必ず しも言 えない事例 も多い。 ことに銀
行間で,世 界 的に今 もしば しばみ とめ られ る現象である。金融資本 の形成 を伴
わない この過程 を 「企業合 同」 と呼んで,上 記の 「歴史的 トラス ト」 を介 した





















業 種 別 区 分 と の 関 連 を 示 す 。
第1表 トラス ト区分の相互連関
の




企 業 合 同
装 置 トラ ス ト
装 置 トラ ス ト+組 立 トラス ト








業 ・企業単位の把握によ り行 うべき時が来ている。(ユ995年6月2旧脱稿)
(本稿の成立にさいしては,京都大学大学院経済学研究科の杉本昭七名誉教授より懇
切なご指導をいただき,坂井昭夫教授,渡 邉尚教授,今 久保幸生教授に加え,大阪経
済大学経済学部の松村文武教授を初めとする新世界経済研究会の方々より,種々の有
益なコメントを頂戴した。記して感謝の意を表したい。〉
